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創業者 故･堀場 雅夫

HORIBA会社概要
本社：
事業内容：
創業：
設立：
グループ従業員数
連結売上高：
海外拠点：

京都市南区
分析・計測機器の開発、製造、販売、サービス
1945年 10月17日
1953年 1月26日
8,955名 （2024年12月31日時点）
3,173億円 （2024年12月期）
2８か国 4７グループ企業（2024年12月31日時点）

社是 1978年制定 2



第３３回職業リハビリテーション研究・実践発表会

Our Future：HORIBAのビジョン・ミッション・バリュー

エネルギー・環境 バイオ・ヘルスケア 先端材料・半導体

Vision

Mission

Values

社是

おもしろおかしくをあらゆる生命へ

ほんまもんと多様性を礎にソリューションで未来をつくる

チャレンジ精神 誠実と信頼 卓越の追求

おもしろおかしく
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障害者雇用状況（2025.6現在）

23
(10)

身体障害者
（うち重度）

12
(8) 

精神障害者
（うち発達障害者）

4知的障害者

39
(45.5) 

合 計
（障害者雇用カウント）

23名
59%

12名
31%

4名
10%

障害種別

身体障害者 精神障害者 知的障害者
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障害者構成（2025.6現在）

平均勤続：12.8年平均年齢：42.1歳

課題：50代－60代が3割強で高齢化が進む（後々定年退職が想定される）

32名
 82%

7名
18%

性別

男性 女性

2名
5%

9名
23%

8名
21%6名 

15%

9名
23%

5名
13%

年齢

10代 20代 30代 40代 50代 60代

8名
21% 2名

5%

9名
23%

20名
51%

勤続年数

0-3年 3-5年 5-10年 10年超
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障害者の活躍場所
配慮例障害種類職種

労働時間抑制てんかん経理

部内業務受付窓口/スケジュール共有 / 業務日誌発達人事

業務時間配慮 / 業務配分調整 / 在宅勤務発達法務

通路確保 / 自動車通勤許可構内駐車場 / 車椅子用トイレ/スロープ四肢生産技術

椅子確保 / 移動補助 / 自動車通勤許可構内駐車場 /引き戸扉/
エクセルチェア

下肢設計

筆記ボード / PCテイク / 紙資料 / UDトーク聴覚製造（生産）
マニュアル化/手順書ルビ/手順書写真知的製造（生産）

シルウォッチ / 筆記ボード / UDトーク/パトライト聴覚研究開発

短縮勤務 /在宅勤務 / 読み上げソフト / 周囲サポート / 白杖訓練 / 
通勤路白線整備/エレベータのボタンに点字/通勤時同行援護

視覚ソフト開発
6
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入社に至るまでの経緯（各ステップごと）
障害者雇用に至るまで（実習：インターンシップ制度）

各関係機関（ハローワーク・学校・支援機関等）
からの紹介 → 実習前面談

インターンシップ開始（1回目） 2週間

テーマ「HORIBA・仕事を知る・会社に来る」
実習振り返り

STEP１

STEP2

STEP3

・2回のインターンシップ制度を導入することで会社側・本人側双方において採用のミスマッチを抑制することが可能
（Win-Winな関係性の構築、長期的雇用の実現に寄与）

インターンシップ制度導入における効果

インターンシップ開始（2回目） 2週間～1ヶ月

「実習テーマ１を継続できる・報連相ができる」

判定 採用可否判断（企業・本人双方合意による採用）

実習振り返り

本人特性理解・業務希望
のマッチング・受入教育等
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＜経過＞

2009年 眼の病気が徐々に悪化 障害者認定

2010年 出張は基本禁止となる

2014年 7時間勤務 （眼の疲れ・夕方暗闇・天候配慮）

朝30分前倒し時差出勤（8:00～15:45）

2015年 在宅勤務開始（月水金：在宅 火木：出社）

＜業務内容＞

ソフト部署において製品で使用される部品・

それに関わる文書管理を担当

事例紹介① ～視覚障害：中途障害を乗り越えて～
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2016年4月 白杖トレーニング （産業医面談）

（特別有給扱い/週２回ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ）

2016年5月 通勤路の路側帯白線塗り直し

（→京都市依頼）

2016年7月～2017年3月 点字トレーニング

（特別無給扱い・週１回ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ）

会社・行政・支援機関との連携
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職場での配慮

・動線を考慮した席・通路
・整理整頓
・まぶしさ排除（ブラインド）

・エレベータ改修工事 点字
・情報提供（職場ﾚｲｱｳﾄ変更・

ＬＥＤ化工事）
・日常の心遣い・協力
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社内の動線

11



第３３回職業リハビリテーション研究・実践発表会

・音声読み上げソフト（白黒反転画面）

・在宅勤務でも、会社と同じものを貸与

（ﾉｰﾄＰＣ、大型液晶ﾓﾆﾀ・ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ・ﾏｳｽ）

在宅勤務での様子
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定年後：嘱託再雇用社員として継続勤務

月 在宅

火 出社 ※

水 在宅

木 在宅

＜週4日勤務＞

現在：通勤同行援護
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外部資源～助成金～

・JEED：重度訪問介護サービス利用者等通勤援助助成金
・京都市：重度障害者等就労支援特別事業

安心して出社できる
朝早くから家の前で待機してもらえて助かる
継続就労ができる
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外部資源：就労支援機器貸出

聴覚障害者向け

JEEDさんからの無料貸し出し

発達障害者向け

15
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会社全体の風土醸成
障害者職業生活相談員

精神・発達障害者仕事サポーター等の養成

⇒現場マネジメント層をはじめとした理解者を増やす

社内外での表彰や活動支援

⇒永年勤続障害者表彰・アビリンピック全国大会出場

社内ダイバーシティ表彰

社外向け活動

⇒ HORIBA CUP(特別支援学校サッカー大会)

障害のある学生のインターンシップ受入

社外での事例紹介・行政他企業との協議会参画 16



第３３回職業リハビリテーション研究・実践発表会

ワークショップ開催～「おもしろおかしく」ダイバーシティ～

■ 対象者：精神・発達障害・知的障害のある若手社員

■ 目的：入社した時期・勤務地もそれぞれ異なり、社内でも部署がバラバラ
障害のある方同士で交流する機会となり、横のつながりを築いてもらう

■ 内容：フィロソフィー（社是）、ビジネスマナー、福利厚生紹介、経済的自立、
自己理解（エゴグラム）、工場見学など一日研修
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■精神・発達障害・知的障害者向け座談会

■終業時間後にコミュニティ形成

同じ障害をもつ仲間として同期的な繋がりを持つ機会となり、

同じ悩みや課題を共有し、その解決方法を話し合う場として、

座談会（ちょっとした茶話会）を開催

■初めて知的障害者を受入れる部署への勉強会

座談会・勉強会開催

18



第３３回職業リハビリテーション研究・実践発表会

聴覚障害者 本人とその上司向けセミナー

「聞こえない」ということはどういうことか？を理解する
本人/上司 合同でセミナー
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＜研修前の当事者の声＞
・朝礼や会社行事などでも、十分な情報保障
がない。内容が全然わからない。
・自分のためだけに申し訳ないと思うと、
長年我慢するのが当たり前になっている。
・会議は必ず議事録をもらうようお願いして
いるが、本当は他の人と同じタイミングで知
りたい。
・一人ひとり聴力の状況は違う。
「UDトークがあればいいでしょ、補聴器し

てるでしょ、手話があればわかるでしょ」と
いうわけではない。

＜研修前の上司の声＞
・安全のための警報が音声情報のことが多い。
パトライトをつけるなど改善をしているが、
工場では特に安全確保が必要。

・配慮をしたいとは思うが、こちらからどこま
で障がいのことを聞いてもいいのか悩む。
・「特別扱い」と「合理的配慮」の線引きが難
しい。
・チーム以外の人には、どこまで障がいのこと
を説明するか、どのように関わるのがいいか、
そこまで対応ができていない。

・お互いに知ること、歩み寄ることが大事だと
感じる。

聴覚障害者 本人とその上司向けセミナー
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高齢障害者へのヒアリング

確認事項No.
体力・健康面の低下など感じるか1
加齢に伴う障害の程度に変化があるか2
デジタル化の適応の難しさなどあるか3
配置換えなどをしてもらいたいという希望があるか4
職場でしてもらっている配慮で助かること、もっとしてもらいたいこと5
今までの働き方で将来も働けそうか？短時間希望とか6
その他、会社に伝えておきたいことはあるか・・・等7

主に、高齢化している身体障害者にヒアリングを実施

人事＝本人と部署の架け橋となる
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社外への発信 ～ 「働く広場」職場ルポ掲載/経済産業省～
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弱みを強みに見方を変える

弱みは見方を変えれば強みになる！理解者を増やす！

人前で話すのが苦手で引っ込み思案 ＜ 人の話がよく聞け話す前によく考える

拘りが強く頑固で融通が利かない ＜ 信念を持って手を抜かずに仕上げる

必要以上に心配症 ＜ 誰よりも慎重で計画性がある

物事を判断するのが苦手 ＜ 勝手に判断しないので逆に確実

意思が弱く他の意見に流されやすい ＜ 柔軟性が高く他者の意見を尊重できる

「障害上」の配慮点 ＜ 「障害ゆえ」の強み
強 み弱 み
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個性を活かした働き方

障害 ＝ 個性

才能

それぞれ個性を活かした仕事＝「おもしろおかしく」の体現

得意 好き
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